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早生植林材・国産材利用シンポジウム

早生樹材・国産広葉樹材の動向

京都大学大学院農学研究科

教授 村田功二
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大阪府住之江区平林

大阪・平林での試験植林(2014)
（早生植林材研究会）
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10年生試験植林センダンの伐採(大阪・平林 2024/11/9)
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関西・大阪万博のベンチに・平林会 (大阪・平林 2024/11/9)
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https://www.youtube.com/watch?v=FvieFchdf8E

森と木のこと「森林・林業白書」で知ってほしい
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50年生以上の人工林は64％を占める
利用期を10齢級(林齢56-50年)以上とすると、面積では人工林全体の74.5%(891万ha)、
材積では83.6%(29億m3)になる
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第1部 特集 第4節 人と森林のより調和した関係を目指して
（1）森林・林業基本計画の指向する森林の状態

（森林の有する多面的機能の発揮に関する目標）
（2）花粉発生源対策を含む多様なニーズを踏まえた森林づくり

（多様な森林づくりを通じた花粉発生源対策への寄与）
（人と森林のより調和した状態を目指して）
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日本国内の木材需要量は1973年に最高の1億2102万m3になり、
その後に減少傾向となり2009年には6480万m3となった
戸建て住宅の新設着工数の減少により建築用材の需要は減少しているが、
燃料材の需要が増加したことにより2022年には8509万m3に回復した

森林・林業白書(令和５年）

燃料材燃料材

製材用材
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新設住宅着工戸数は、昭和48年(1973)には191万戸だったが、
令和5年(2023)は79万戸となったが、木造率は依然高い

一戸だての木造率は90％を超えているが、共同住宅の木造率は20%に満たない
森林・林業白書(令和５年）

木造率（一戸建）

木造率（共同住宅）木造着工戸数

住宅着工戸数
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国産材供給量は平成14年(2002)の1692万m3を底として増加傾向にある
森林資源の充実、合板原料として国産材利用、木質バイオマス発電利用が背景にある
令和4年(2022)の国産材供給量は3462万m3となり、自給率は40.7%となった

森林・林業白書(令和５年）

輸入燃料材

輸入丸太

国産材
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令和4年(2022)における合板製造業への原木供給量は536万m3であった
このうち、国産材は491万m3、輸入材は44万m3だった
国内の合板生産における国産材割合は91.7％に上昇している
国産材のうち、スギは58.9％、カラマツは15.1％、ヒノキは12.5％である

森林・林業白書(令和５年）

国内生産
(輸入材)

国内生産
(国産材)
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単板用素材需給量の推移
資料:農林水産省「木材需給報告書」

輸入材はかつてはラワンに代表される南洋材が主だったが、2000年代に北洋カラ
マツ材が代替し、2010年代に米マツが合板フィイスバックの需要で増加した

国産材合板素材は1990年代は広葉樹が大半を占めたが、厚物針葉樹構造材合板の
技術開発により需要が生じ、スギ、カラマツの供給が増加した
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近年では、木質バイオマス発電所の増加等により、エネルギーとして利用される木質
バイオマスの量が年々増加している
令和4年(2022)には、燃料材の国内消費量は1,739万m3となった
事業所においてエネルギー利用されている木質バイオマスのうち、木材チップについ
ては、間伐材・林地残材等由来が452万トン、製材等残材由来が173万トン、建設資
材廃棄物由来が394万トンとなっている

森林・林業白書(令和５年）
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森林・林業白書(令和５年）

国産材の製材品等の価格は低下傾向だが、令和2年(2020)よりも高い水準
素材価格も令和2年(202)よりも高い水準で推移
素材の平均価格は、スギは15800円/m3,ヒノキは22000円/m3（令和５年）

1965-2000

2021-2022
2020
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林野庁：森林資源の現状(令和４年３月）

もう少し天然林（おもに里山林）に注目して

日本の人工林の齢級別構成（１齢級＝５年）

11-13齢級(51-65年生)に人工林面積のピーク
（1957年-1971年に植林）

7齢級
(1987-1991年に伐採)

↓
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林野庁：森林資源の現状(令和４年３月）

もう少し天然林（おもに里山林）に注目して

日本の天然林の齢級別構成（１齢級＝５年）

13-16齢級(1942-1961年生に伐採)と
21齢級以上(101年生以上）に天然林面積のピーク

里山林↓

奥山林→

10齢級
(1972-1976年に伐採)

↓
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林野庁：森林資源の現状(令和４年３月）

もう少し天然林（おもに里山林）に注目して

日本の人工林と天然林の齢級別構成（１齢級＝５年）

13齢級(61-70年生)と21齢級以上(101年生以上）にピーク
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全国平均(面積)
人工林 43% 天然林 57%

全国平均(蓄積)
人工林 64% 天然林 36%

人工林と天然林の比較

林野庁：森林資源の現状(令和４年３月)より作成

もう少し天然林（おもに里山林）に注目して

面積では57%、材積では36%が天然林で、主に里山広葉樹
地域差があり、天然林面積は北海道で70%、近畿では50％、四国では40%弱
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林野庁：森林資源の現状(令和４年３月)より作成

もう少し天然林（おもに里山林）に注目して

天然林の針葉樹林と広葉樹林の比較
全国平均(面積)

針葉樹林 17% 広葉樹林83%
全国平均(蓄積)

針葉樹林 25% 広葉樹林 75%

北海道では遷移初期にはカンバ類が表れ、遷移後期にはトドマツなどの針葉樹となる
九州では遷移後期にはシイ・カシなどの照葉樹林となる
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林野庁：森林・林業統計要覧より作成

もう少し天然林（おもに里山林）に注目して

針葉樹材と広葉樹材の輸入量の変化

針葉樹・広葉樹ともに輸入量は減少しているが、広葉樹の減少幅は大きく2000年に
比較すると2021年には丸太で1.4%、製材品等で17％となっている(2022年は回復）
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林野庁：森林・林業統計要覧より作成

もう少し天然林（おもに里山林）に注目して

針葉樹材と広葉樹材の平均輸入単価の変化

針葉樹・広葉樹ともに輸入量の減少に伴い価格は上昇している
特に広葉樹の価格上昇は著しく、2021年には2000年比で広葉樹丸太で3.9倍、
広葉樹製材品で2.2倍になった
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木を植えない林業（里山林の萌芽による更新）
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https://hidatsumu.com/
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https://hidatsumu.com/
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早生植林材研究会企画「国産広葉樹の活用を学ぶツアー（飛騨高山）」
日時：令和6年11月25日(月)～ 26日(火)

ツアー内容（予定）：
11月25日（月）（１日目）
集合 飛騨市役所（岐阜県飛騨市古川町本町2番22号(12:50)
①広葉樹のまちづくり取り組み説明（飛騨市林業振興課＠市役所）(13:00)
②広葉樹流通土場について（㈱柳木材：古川町高野）(13:50)
③広葉樹製材について（㈱西野製材所：古川町高野）(14:20)
④広葉樹マッチングについて（飛騨市広葉樹活用コンシェルジュ）(14:50)
⑤ヒダクマの取り組みについて（㈱飛騨の森でクマは踊る）(15:20)
⑥広葉樹の施業について（飛騨市森林組合or市林政アドバイザー(16:00)
11月26日（火）（２日目）
集合 飛騨産業株式会社（岐阜県高山市漆垣内町3180）(8:50)
①飛騨産業株式会社の工場、研究所、ショールーム等の見学(9:00)
解散 ショールームまたは高山駅(12:00)
※飛騨市内および高山市内での移動手段は準備させていただきます。
募 集 人 数：10名程度

【参加申込・問合せ先】
関西支部 早生植林材研究会 世話人 神代圭輔（京都府立大学）
E-mail：kojiro@kpu.ac.jp
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読売新聞オンライン(2024/11/9) https://www.yomiuri.co.jp/local/kansai/news/20240529-OYO1T50034/
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ユーカリ植樹に賛否 町の狙いは『放置される森林を買い取り...早く育つユーカリ植
えて建材や燃料に』一方で住民は『全国で杉やヒノキは失敗』『生態系への影響
は？』MBSNEWS 2024/3/18 https://www.mbs.jp/news/feature/kansai/article/2024/03/099524.shtml
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https://www.youtube.com/watch?v=qeEkfM0k7rQ

木材利用の未来
World's first wooden satellite heads to space | REUTERS


